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　このたびは、ラックスマンのコントロ－ル・アンプリファイヤ－ C-1000f をお求めい
ただき、誠にありがとうございます。
　ご使用前にこのオ－ナ－ズマニュアルをよくお読みになり、正しくお使いいただくこと
で本機の性能が十分に発揮され最高のグレ－ドで音楽再生をお楽しみいただけることと思
います。
　なお、お読みになった後は、保証書・安全上のご注意と共に大切に保管してください。
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アンプの置き場所について
　換気や放熱が十分行われる場所に設置して
ください。
　とくに、直射日光の当たる場所、スト－ブ
のすぐそばなどの高温になる場所、湿気の多
い場所、ホコリの多い場所などに設置する
と、放熱がスム－ズでも故障の原因になるこ
とがあります。このような場所への設置は避
けてください。

入出力機器接続時のご注意
　本機とCDプレ－ヤ－、チュ－ナ－などの
入力機器およびパワ－アンプなどの出力機器
を接続するときには、本機と入力機器および
出力機器の電源スイッチを必ず切っておいて
ください。
　本機と入力機器および出力機器に電源が入
っていると、大きな雑音が発生することがあ
ります。
　また、本機の入出力端子に差し込むピンプ
ラグはしっかりと差し込んでください。入力
機器の出力端子と出力機器の入力端子に差し
込むピンプラグも同様です。
　ピンプラグのア－ス側が浮いているとハム
などの雑音が発生し、S/N比が悪化する原因
になります。

アンプ電源ON後すぐには音が出ません
　本機には、電源オン後アンプが安定した状
態になるまでの間、入力回路および出力回路
を切り離すためのタイム・ミュ－ティング回
路が組み込まれていて、オペレ－ション・イ
ンジケ－タ－が青色に点滅かつWARMING 
UP 表示をして準備動作中であることを示し
ます。
　このタイム・ミュ－ティング回路が動作し
ている間に本機の音量ボリュ－ムを大きな値
に設定していると、動作状態になったときに
急に大きな音が出てくることになります。
　本機の音量ボリュ－ムは必ず小さく絞って
おき、スピ－カ－から音が出はじめてからお
好みの音量に調節してください。

修理・調整について
　修理、調整などが必要なときは、お買い上
げの販売店、もしくはお近くの弊社サ－ビス
センタ－へご依頼ください。

お手入れについて
　お手入れは、市販のクリ－ニングクロスな
どの柔らかい布で拭いてください。汚れのひ
どいときは、中性洗剤を少量含ませた柔らか
い布で汚れを落とし、乾いた布で拭き取って
ください。
　なお、ベンジン、シンナ－などの溶剤は、
外観を損ねるため使用しないでください。

使用上の注意
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安全上のご注意

警告
本機は重いので開梱や持ち運び、設置は、
必ず2人以上で行ってください。けがの
原因となることがあります。



2. オペレーション・スイッチ

1. スタンバイ・インジケーター

3. オペレーション・インジケーター

4. 入力切替スイッチ

5. 入力表示

7. ボリューム表示

9. 出力モード・バランス・
インジケーター

8. 出力モード・アンバランス・
インジケーター

10. 出力モード・バイアンプ・
インジケーター

6. ボリューム・コントロール

12. リモコン受光部

11. バランス位相反転
インジケーター

各部の名称と用途
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フロントパネル



17. アンバランス入力端子

20. バランス出力端子

19. アンバランス出力端子 16. リモート出力端子

15. メイン電源スイッチ

13. ACインレット

14. ライン・フェーズ・
センサー

18. バランス入力端子

21. シグナル・グラウンド
（アース端子）

各部の名称と用途

7

リアパネル



1. オペレーション・スイッチ

2. 入力切替スイッチ

3. 出力モード・スイッチ

4. バランス位相反転スイッチ

5. ボリューム・コントロール・スイッチ

6. ミュート・スイッチ

7. ディマー・スイッチ

8. チャンネル・プリセット・スイッチ

リモコンの名称と用途

10



リモコンの名称と用途
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1.  オペレーション・スイッチ／OPERATION
  スタンバイ状態のときにこのスイッチを押すとスタンバイ・インジケ－タ－が消灯し、オペレ
－ション・インジケ－タ－が点滅を開始しかつWARMING UPが表示され準備動作に入ります。
一定時間（約 30秒）経過するとオペレ－ション・インジケ－タ－が点灯し各モ－ドの設定が表
示され、動作状態となります。動作状態のときにもう一度このスイッチを押すとスタンバイ状
態になります。

2.  入力切替スイッチ／ LINE-1, LINE-2, LINE-3, BAL-1, BAL-2, BAL-3
  リアパネルにあるアンバランス入力端子 LINE-1，LINE-2，LINE-3 とバランス入力端子
BAL LINE-1，BAL LINE-2，BAL LINE-3 を選択する入力セレクタ－スイッチです。

 ・LINE-1 を押すと、LINE-1 が選択されます。
 ・LINE-2 を押すと、LINE-2 が選択されます。
 ・LINE-3 を押すと、LINE-3 が選択されます。
 ・BAL-1 を押すと、BAL LINE-1 が選択されます。
 ・BAL-2 を押すと、BAL LINE-2 が選択されます。
 ・BAL-3 を押すと、BAL LINE-3 が選択されます。

 このスイッチを切替えると入出力ミュ－ティング回路が作動し、約 0.8 秒間、音がでません。

3.  出力モード・スイッチ／OUTPUT MODE
  アンバランス出力、バランス出力、バイアンプ出力の 3種類の出力モ－ドを切替えるスイッチ
です。

  このスイッチを押す度に、UNBAL→ BAL→ BI-AMP→ UNBAL……と変化します。
 ・アンバランス出力／UNBAL
 　アンバランス出力の LINE-1 と LINE-2 から音楽が出力されます。
 ・バランス出力／BAL
 　バランス出力の BAL LINE-1 と BAL LINE-2 から音楽が出力されます。
 ・バイアンプ出力／BI-AMP
 　アンバランス出力の LINE-1 と LINE-2 から音楽が出力されます。
 　LINE-1 L ch から L ch の LOW用の音が出力されます。
 　LINE-1 R ch から R ch の LOW用の音が出力されます。
 　LINE-2 L ch から L ch の HIGH用の音が出力されます。
 　LINE-2 R ch から R ch の HIGH用の音が出力されます。

  入力切替スイッチがバランスの場合、バイアンプ出力には切替えできません。
  入力切替スイッチをラインに切替えてから出力モ－ドを切替えてください。工場出荷時は、ア
ンバランス出力（UNBAL）に設定されています。

  このスイッチを切替えると入出力ミュ－ティング回路が作動し、約 0.8 秒間、音がでません。
  出力モ－ドごとにチャンネル・プリセットの設定値は記憶されます。



1. オペレーション・スイッチ

2. 入力切替スイッチ

3. 出力モード・スイッチ

4. バランス位相反転スイッチ

5. ボリューム・コントロール・スイッチ

6. ミュート・スイッチ

7. ディマー・スイッチ

8. チャンネル・プリセット・スイッチ

リモコンの名称と用途
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1. オペレーション・スイッチ

2. 入力切替スイッチ

3. 出力モード・スイッチ

4. バランス位相反転スイッチ

5. ボリューム・コントロール・スイッチ

6. ミュート・スイッチ

7. ディマー・スイッチ

8. チャンネル・プリセット・スイッチ

リモコンの名称と用途
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1. オペレーション・スイッチ

2. 入力切替スイッチ

3. 出力モード・スイッチ

4. バランス位相反転スイッチ

5. ボリューム・コントロール・スイッチ
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1. オペレーション・スイッチ

2. 入力切替スイッチ

3. 出力モード・スイッチ

4. バランス位相反転スイッチ

5. ボリューム・コントロール・スイッチ
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リモコンの名称と用途

22

11.  各設定の記憶
  オペレ－ションOFF時に記憶される直前設定を下記に示します。

   項目 設定／値 例
  INPUT 直前設定 LINE-1
  OUTPUT MODE 直前設定 BALANCE
  VOLUME 直前値 －36dB
  CH PRESET 各設定の直前値 L-CH －1dB，R-CH ＋1dB
  BAL INVERT 直前設定 INVERT
  DIMMER 直前設定 やや暗い

  ・ MUTE は記憶されずオペレ－ションOFFとともに解除されます。
  ・ オペレ－ション・スイッチを経由せずに直接メイン電源スイッチをOFF した場合は、

ボリュ－ムの値を除き同様に記憶されます。なお、ボリュ－ムの値はミュ－ト状態に設
定されます。

12.  リセット方法
  全ての設定、調節値を出荷時の設定に戻すには、以下の操作を行います。

 （1）  本機をスタンバイ状態にします。
 （2）  本体のオペレ－ション・スイッチを 5秒以上押し続け、オペレ－ション・スイッチを押

した状態でリモコンのディマ－・スイッチを押します。
  これで操作完了です。

  工場出荷時の設定
   項目 設定／値
  INPUT LINE-1
  OUTPUT MODE UNBALANCE
  VOLUME －－dB
  CH PRESET 0dB
  BAL INVERT OFF
  MUTE OFF
  DIMMER MAX（最大輝度）

13. 禁止表示および注意
  設定を変化させるときに、設定を変えることのできない場合があります。この場合、下表のよ
なエラ－表示がでます。

現在の設定 変化しようと
した設定 表示 注意OUTPUT MODE PHASE INPUT

UNBALANCE NORMAL LINE-1, -2, -3 BAL OUT 
PHASE

UNBALANCE 
MODE!!

アンバランス入力かつアン
バランス出力のとき、位相
は反転できません。

BI-AMP NORMAL LINE-1, -2, -3
INPUT 

SELECTOR
BAL.-1, -2, -3

BI-AMP
MODE!!

OUTPUT MODE が BI-
AMPのとき、バランス入力
は選べません。

BI-AMP NORMAL LINE-1, -2, -3 BAL OUT 
PHASE

BI-AMP
MODE!!

OUTPUT MODE が BI-
AMPのとき、位相は反転で
きません。

UNBALANCE NORMAL BAL.-1, -2, -3 OUTPUT 
MODE

IN: BAL-**
VOL: -**dB

（表示は変化）しません

バランス入力の場合、OUT-
PUT MODE を変化させて
もBI-AMP MODEにはなり
ません。



リモコンについて
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リモコンは、本機のリモコン受光部に向けて、図の範囲でお使いください。

乾電池の入れ方
（1）  リモコンの裏面にあるバッテリ－・カバ－のネジをコイン等でゆるめてはずしてください。
（2） バッテリ－・ケ－スの中の図と同じように単 4乾電池を入れます。
（3）  バッテリ－・カバ－のツメをリモコン本体の凹に差し込みバッテリ－・カバ－を閉じネジをコ

イン等でしめてください。

※ 乾電池が消耗してくると、有効距離が短くなったり、スイッチを押しても動作しません。このよ
うなときは、乾電池を 2本とも新しいものに交換してください。

30°

有効距離　約5m

30°

ツメ



接続図
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通常ステレオ再生
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接続方法
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接続する前に
　他の機器を接続する前に、付属の電源ケ－ブルのジャック側（穴が 3つある方）を本機のACイ
ンレットに接続してください。

電源の接続
　付属の電源ケ－ブルを使用し、ACプラグをリスニングル－ムなどにあるAC100V コンセントに
差し込んでください。
　電源ケ－ブルを差し込むときには、ライン・フェ－ズ・センサ－を指先で軽く触れ、インジケ－
タ－が消える方向に差し込んでください。
　マンションなどのコンセントでは、ACプラグを差し替えても点灯したまま、消えたままのこと
があります。この場合、どちらの方向でもかまいません。

入力端子とCDプレーヤーなどの入力機器との接続
　CDプレ－ヤ－などの入力機器の出力端子と本機の入力端子の間を、ピンプラグケ－ブルあるい
はバランスケ－ブルで接続します。
　このとき、左右のチャンネルを逆に接続しないように十分注意してください。左右のチャンネル
を逆に接続すると音像定位が悪くなるなど正常なステレオ再生ができなくなります。
　また、ピンプラグケ－ブルをご使用の場合は、ピンプラグケ－ブルのア－ス側が浮いているとハ
ムなどの雑音が発生し、S/N比が悪化する原因となります。接続プラグは確実に押し込んで接続し
てください。
　本機に接続する入力機器の出力インピ－ダンスが十分低い場合は、接続ケ－ブルの長さを特別気
にする必要はありませんが、出力インピ－ダンスの高い入力機器と組み合わせてご使用の場合は、
不必要な高域の減衰を避けるために、できるだけ短い接続ケ－ブルをお使いになることをおすすめ
します。

出力端子とパワーアンプなどの出力機器との接続
　パワ－アンプなどの出力機器の入力端子と本機の出力端子の間を、ピンプラグケ－ブルあるいは
バランスケ－ブルで接続します。
　このとき、左右のチャンネルを逆に接続しないように十分注意してください。左右のチャンネル
を逆に接続すると音像定位が悪くなるなど正常なステレオ再生ができなくなります。
　また、ピンプラグケ－ブルをご使用の場合は、ピンプラグケ－ブルのア－ス側が浮いているとハ
ムなどの雑音が発生し、S/N比が悪化する原因となります。接続プラグは確実に押し込んで接続し
てください。

リモート出力端子とパワーアンプとの接続
　B-1000f などラックスマンのパワ－アンプのリモ－ト入力端子と本機のリモ－ト出力端子をパワ
－アンプに付属している専用リモ－トケ－ブル（極性はありません）で接続します。
　これにより、本機のオペレ－ション・スイッチに連動して、パワ－アンプの電源をON/OFF す
ることができます。
　リモ－ト出力端子は 2系統ありますが、どちらも同じ信号を出力しますのでお好みでお使いくだ
さい。
　専用リモ－トケ－ブルは、ラックスマンのコントロ－ルアンプとパワ－アンプの接続以外に使用
しないでください。本機のリモ－ト出力がショ－トされるような端子に接続すると故障の原因とな
ります。

　過大入力からアンプとスピ－カ－を保護するために、本機と入出力機器を接続する場合は、本機
のメイン電源スイッチをOFF にするか本機をスタンバイ状態にしてください。また、本機に接続
する入出力機器の電源もOFF にしてください。接続完了後に正しく接続されていることを確認し
てから本機および入出力機器を動作状態にしてください。



接続図
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接続方法／バイアンプ・ステレオ再生
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入力端子とCDプレーヤーなどの入力機器との接続
　本機の出力モ－ドをバイアンプで使用するとき、本機の入力端子はアンバランスのみ有効でバラ
ンス入力端子に接続しても音はでません。
　CDプレ－ヤ－などの入力機器のアンバランス出力端子と本機のアンバランス入力端子の間を、
ピンプラグケ－ブルで接続します。
　このとき、左右のチャンネルを逆に接続しないように十分注意してください。左右のチャンネル
を逆に接続すると音像定位が悪くなるなど正常なステレオ再生ができなくなります。
　また、ピンプラグケ－ブルのア－ス側が浮いているとハムなどの雑音が発生し、S/N比が悪化す
る原因となります。接続プラグは確実に押し込んで接続してください。
　本機に接続する入力機器の出力インピ－ダンスが十分低い場合は、接続ケ－ブルの長さを特別気
にする必要はありませんが、出力インピ－ダンスの高い入力機器と組み合わせてご使用の場合は、
不必要な高域の減衰を避けるために、できるだけ短い接続ケ－ブルをお使いになることをおすすめ
します。

出力端子とパワーアンプなどの出力機器との接続
　本機の出力モ－ドをバイアンプで使用するとき、本機の出力端子はアンバランスのみ有効でバラ
ンス出力端子に接続しても音はでません。
　パワ－アンプなどの出力機器のアンバランス入力端子と本機のアンバランス出力端子の間を、ピ
ンプラグケ－ブルで接続します。
　このとき、左右のチャンネルを逆に接続しないように十分注意し接続してください。左右のチャ
ンネルを逆に接続すると音像定位が悪くなるなど正常なステレオ再生ができなくなります。
　また、ピンプラグケ－ブルのア－ス側が浮いているとハムなどの雑音が発生し、S/N比が悪化す
る原因となります。接続プラグは確実に押し込んで接続してください。
　アンバランス出力端子の LINE-1 の L 端子が Lチャンネルの低域用出力で、LINE-2 の L 端子が
Lチャンネルの高域用出力になります。同様に、LINE-1 の R端子が Rチャンネルの低域用出力で、
LINE-2 の R端子が Rチャンネルの高域用出力になります。
　LチャンネルとRチャンネルの高域用出力であるLINE-2のL端子出力とLINE-2のR端子出力は、
リモコンのプリセット操作で 1dBステップ最大±6dBの音量調節ができます。

リモート出力端子とパワーアンプとの接続
　B-1000f などラックスマンのパワ－アンプのリモ－ト入力端子と本機のリモ－ト出力端子をパワ
－アンプに付属している専用リモ－トケ－ブル（極性はありません）で接続します。
　これにより、本機のオペレ－ション・スイッチに連動して、パワ－アンプの電源をON/OFF す
ることができます。
　B-1000f のようなモノラル・パワ－アンプの場合は、2系統ある本機のリモ－ト出力端子 1、2と
Lチャンネルのどちらかのパワ－アンプのリモ－ト入力端子とRチャンネルのどちらかのパワ－ア
ンプのリモ－ト入力端子と接続します。次にチャンネルごとに本機のリモ－ト出力端子と接続した
パワ－アンプのリモ－ト出力端子ともうひとつのパワ－アンプのリモ－ト入力端子を接続します。
　リモ－ト出力端子は 2系統ありますが、どちらも同じ信号を出力しますのでお好みでお使いくだ
さい。
　専用リモ－トケ－ブルは、ラックスマンのコントロ－ルアンプとパワ－アンプの接続以外に使用
しないでください。本機のリモ－ト出力がショ－トされるような端子に接続すると故障の原因とな
ります。

　過大入力からアンプとスピ－カ－を保護するために、本機と入出力機器を接続する場合は、本機
のメイン電源スイッチをOFF にするか本機をスタンバイ状態にしてください。また、本機に接続
する入出力機器の電源もOFF にしてください。接続完了後に正しく接続されていることを確認し
てから本機および入出力機器を動作状態にしてください。
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規 格  

入力感度 LINE 334 mV／1V出力・1kHz・負荷 50 kΩ／GAIN 9.5 dB
 BAL LINE 334 mV／1V出力・1kHz・負荷 100 kΩ／GAIN 9.5 dB
最大出力 LINE 4.1 V ／ 1 kHz・負荷 50 k Ω・歪 0.1%
 BAL LINE 8.2 V ／ 1 kHz・負荷 100 k Ω・歪 0.1%
入力インピーダンス LINE 50 kΩ／ 1 kHz
 BAL LINE 100 kΩ／ 1 kHz
 選択されていないLINE 33.5 kΩ／ 1 kHz
 選択されていないBAL LINE 67 kΩ／ 1 kHz
出力インピーダンス LINE 510 Ω／ 1 kHz
 BAL LINE 1020 Ω／ 1 kHz
全高調波歪 LINE 0.0017 % ／20 Hz ～ 20 kHz・1 V 出力・負荷 50 kΩ
 BAL LINE 0.0007 % ／20 Hz ～ 20 kHz・1 V 出力・負荷 100 kΩ
周波数特性 LINE ＋0, －0.1 dB ／5 Hz～20 kHz/1V 出力・負荷 50kΩ
  ＋0, －3.0 dB ／1 Hz～118 kHz/1V 出力・負荷 50kΩ
 BAL LINE ＋0, －0.1 dB ／5 Hz～20 kHz/1V 出力・負荷 100kΩ
  ＋0, －3.0 dB ／1 Hz～118 kHz/1V 出力・負荷 100kΩ
S/N比 LINE 124 dB（IHF-A）／負荷 50 kΩ・歪 0.1%・－71dB
 BAL LINE 127 dB（IHF-A）／負荷 100 kΩ・歪 0.1%・－71dB
付属品 電源ケ－ブル
 リモコン　RA-10
 単 4 乾電池× 2
 オ－ナ－ズマニュアル
 保証登録書
 安全上のご注意
消費電力 28 W（電気用品安全法による規定）
 2.3 W（スタンバイ時）
電源電圧 AC 100 V（50/60 Hz）
最大外形寸法 440（W）× 134（H）× 429（D）mm
重量 23 kg　

※ 規格および外観は予告なく変更することがあります。
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　ラックスマンのオ－ディオ製品には、個々のパ－ツの選択から製造工程、出荷にいたるまで、数
多くの厳しいチェックを施し、万全の品質管理を期していますが、万一本機が故障したときは弊社
サ－ビスセンタ－またはお求めの販売店までご連絡ください。状況に応じた出張修理または持ち込
み修理をさせていただきます。なお、遠隔地の場合は修理品のご送付をお願いすることもあります
が、ご容赦ください。
　C-1000f の保証期間は、購入日より起算して 5年間です。この期間中に発生した自然故障は一切
弊社の責任において無料修理させていただきます。
　保証登録書は、本機のパッキングケ－ス内に入っていますので、お買い上げの販売店で、販売年
月日、店名の記入捺印を受けた上、弊社に送付してください。後日、保証書を発送させていただき
ます。
　保証期間内の修理お申し付けの節は、必ず弊社発行の保証書を添えて下さい。保証期間外、保証
書がない場合の修理については実費でお引き受けいたします。

アフターサービスと品質保証について

ラックスマン株式会社
〒 222-0033　神奈川県横浜市港北区新横浜 1-3-1

AG00987C30A
Printed in Japan
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修理に出される前に

　ご使用中に、何らかの原因で故障と間違えることがあります。修理に出される前に下記表、およ
び併用機器の取扱説明書をご覧のうえ、ひと通りご確認ください。
　故障の原因がわからない場合は、弊社サ－ビスセンタ－、もしくはお求めの販売店へお問い合わ
せください。
　なお、修理の依頼をお受けした場合は、故障でなくとも点検代、出張費などを戴くことがあります。

症 状 原 因 対 策

メイン電源スイッチを押
しても電源が入らない。
スタンバイ・インジケー
ターが点灯しない。

・ 電源プラグがACコンセン
トから外れているか、確実
に差し込まれていない。
・ 電源プラグがACインレッ
トから外れているか、確実
に差し込まれていない。

・ 電源プラグをACコンセン
トへ確実に差し込む。

・ 電源プラグをACインレッ
トへ確実に差し込む。

電源が入り、動作状態に
なり、オペレーション・
インジケーターも青色に
点灯するが、音がでない。

・ 接続した入力端子と選択
した入力設定があっていな
い。

・ 接続した出力端子と選択し
た出力モ－ド設定があって
いない。

・ 接続が確実に行われていな
い。
・ ボリュ－ム・コントロ－ル
もしくはパワ－アンプのア
ッテネ－タ－が絞り切られ
ている。
・ ミュ－ト状態になっている。

・ リアパネルの接続した入力
端子もしくは音の聞きたい
入力端子と同じ入力表示に
なるように入力設定をあわ
せる。
・ リアパネルの接続した出力
端子もしくは音の聞きたい
出力端子と同じモ－ド・イ
ンジケ－タ－が点灯するよ
うに出力モ－ド設定をあわ
せる。
・接続を確実に行う。

・ ボリュ－ム・コントロ－ル
もしくはパワ－アンプのア
ッテネ－タ－をお好みの音
量に調節する。
・ リモコンにあるミュ－ト・
スイッチを押してミュ－ト
状態を解除する。

音はでるが、音量が小さ
い。
片チャンネルだけ音量が
小さい。

・ プリセットにより音量が絞
られている。
・ パワ－アンプのアッテネ－
タ－がONになっている。

・ プリセットをお好みの音量
に調節しなおす。
・ アッテネ－タ－を OFF に
する。

ハム音
（ブーン、ジーというノ
イズ）がでる。

・ 接続ケ－ブルのア－ス側が
接触していない。
・ 他機器の電源トランスか
らの誘導ノイズを受けてい
る。
・ 入出力ケ－ブルとスピ－カ
－ケ－ブルが電源ケ－ブル
に接近しすぎている。

・接続を確実に行う。

・ 他機器から離して設置する。
別系統のコンセントにつな
ぎかえる。
・ 入出力ケ－ブルとスピ－カ
－ケ－ブルを電源ケ－ブル
から離す。

オペレーション・スイッ
チを押してもオペレーシ
ョン・インジケーターが
点灯しない。

・ メイン電源スイッチがOFF
になっている。

・ メイン電源スイッチをON
にしてスタンバイ・インジ
ケ－タ－を点灯させる。



1. オペレーション・スイッチ

2. 入力切替スイッチ

3. 出力モード・スイッチ

4. バランス位相反転スイッチ

5. ボリューム・コントロール・スイッチ

6. ミュート・スイッチ

7. ディマー・スイッチ

8. チャンネル・プリセット・スイッチ

リモコンの名称と用途


